
市長コラム  

皆さんこんにちは。
まだまだ暑い日が続いておりますが、いかがお

過ごしでしょうか。今年も無事に彩夏祭を終える
ことができました。このお祭りのために、長い時
間をかけて準備をしていただいた皆さん、あるい
は、演舞のために厳しい練習を積み重ねた皆さん、
本当にお疲れ様でした。皆さんのおかげで、素晴
らしいお祭りとなり、暑い盛りの３日間を大いに
楽しむことができました。
さて、年々発展し続ける「朝霞市民まつり彩夏

祭」ですが、このお祭りは、朝霞市コミュニティ
協議会が主体となって始めたもので、今年で２５年
目を迎えることができました。朝霞市コミュニティ
協議会の皆さんには、２５年という大変に長い間、
毎年、創意工夫を凝らし、莫大な時間をかけて準
備をするなど、お祭りを盛り上げるために頑張っ
ていただいており、大変感謝しております。

そもそも、このお祭りは、「埼玉都民」という
言葉に表されているとおり、昼間は都内で仕事を
して、夜、眠るために朝霞へ帰ってくるという生
活をしている方々にも、自分たちが暮らしている
まちである朝霞への愛着を持っていただきたい、
特に子どもたちには、大人になってもこの朝霞の
まちを自分のふるさととして、末永く大切にして
ほしい、ということから始められたものです。
今年の彩夏祭では、来場者は史上最多となる約

６０万人を数え、お祭りのメインイベントである「関
八州よさこいフェスタ」では、同じく史上最多と
なる９１チームが参加したという公式発表がありま
した。規模が大きくなれば祭りは一段と活気づき、
知名度が上がることでさらに多くの人を集めるこ
とができます。市長になり、市民の方から「市外
に住んでいる子供や孫が、彩夏祭のときには必ず
帰ってくるんですよ。」とか、「エキサイティング
な祭りなので、彩夏祭の時には朝霞に友達を呼ん
で自慢しています。」というようなことを言われ
ることが多くなり、ふるさと意識が高まっている
ことを実感しています。そして、さらに多くの市
民の皆さんに誇りと愛着をもっていただくための
まちづくりの核として、今後も彩夏祭の役割は増
すものと私は思っています。
それでは、また。
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ひと り なや でん わ ほう むきょく

「いじめ」など一人で悩まずにお電話ください。法務局
しょくいん さい たま こ じん けん せん もん い いん

の職員、または、埼玉子どもの人権専門委員をはじめとす
じん けん よう ご い いん みな はなし き

る人権擁護委員が、皆さんのお話を聞いて、どうしたらい
かんが おも

いのかをいっしょに考えたいと思います。
きょうか しゅうかん じ かん えんちょう そう だん う

強化週間に、時間を延長して相談を受けます。
そう だん む りょう ひ みつ まも

相談は無料で、秘密は守られます。

相談日時／９月８日�～１２日� 午前８時３０分～午後７時
９月１３日�・１４日� 午前１０時～午後５時

＊通常相談日は月～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分です。
電話番号／０１２０―００７―１１０（IP 電話／０４８―８６３―９５８９）
パソコンからの相談／
http : //www.moj.go.jp/JINKEN/jinken１１３．html

携帯電話からの相談／
http : //www.jinken.go.jp/soudan/mobile/００１．html

問い合わせ／さいたま地方法務局・埼玉県人権擁護委員連合会
※保護者の方へ
「子どもの人権１１０番」とは、「いじめ」問題を始めとす
る子どもの人権問題について、子供が安心して気軽に相談
できる子どものための専用相談電話です。

せ かい じん けん せん げん

������
こ じん けんひゃくとうばん きょう か しゅう かん

��	
�����
����������
��������	
��
������������

ひとりで悩んでいませんか？
悩んでいたら迷わず相談しましょう

あなたは、パートナーや配偶者、元配偶者、恋人な
どから暴力を受けていませんか？家庭内のことだから
個人的なことだからと誰にも相談できずに、ひとりで
悩んでいませんか？こんなことになったのも自分のせ
いだと思って自分だけを責めてつらい日々を送ってい
ませんか？暴力はどんな形であれ重大な人権侵害です。
もしも、自分が身体的、精神的な暴力を受けていると
思ったら迷わず身近な相談機関に相談してみましょう。

―朝霞市の相談窓口（面接相談）―
「女性総合相談」市役所１階市民相談室
毎週木曜日 午前１０時から午後３時

（予約不要・先着順）
他の相談窓口についてはお問い合わせください。

＊このコラムは、「朝霞市男女平等推進事業企画・運営協力
員」との協働により掲載しています。
問い合わせ／人権庶務課 内線２２５５
�０４８―４６３―２６９７（直通）

ひとの推移

人 口 １２万７，７７８人 （ ＋ ２１人 ）

男 ６万５，５４４人 （ － １６人 ）

女 ６万２，２３４人 （ ＋ ３７人 ）

世帯数 ５万７，５０６世帯 （ － ２５世帯）

平成２０年８月１日現在（ ）内は前月比
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